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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第68回

全
国
自
治
体
病
院
学
会 

in 

新
潟 

が
開
催
さ
れ
る

　

２
０
２
４
年
10
月
31
日
、
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た

「
第
62
回
全
国
自
治
体
病
院
学
会 
in 
新
潟
（
学
会
長 

吉
嶺
文
俊 

新
潟
県
立
十
日
町
病
院 
院
長
）」
に
参
加

し
た
。
学
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
自
治
体
病
院

の
共
奏
が
支
え
る
明
日
の
日
本
～
令
和
の
医
療
に
灯

を
と
も
せ
～
」
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
、
昭
和
～
平
成

～
令
和
と
い
う
時
代
の
移
ろ
い
の
中
で
、
あ
ぶ
り
出

さ
れ
て
き
た
本
質
的
な
課
題
を
共
有
し
、
さ
ら
に
三

つ
の
「
共
奏
」、
す
な
わ
ち
競
争
（Com

petition

）、

共
創
（Co-Creation

）、
協
奏
（Concerto

）
を
通

し
て
、
自
治
体
病
院
の
使
命
と
は
何
か
を
徹
底
的

に
議
論
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
学
会
参
加
者
は

４
０
０
０
人
を
超
え
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

基
調
講
演
「
大
変
革
の
時
代
に
お
け
る

自
治
体
病
院
の
存
在
意
義
」

　

筆
者
は
、
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
の
基
調
講
演
で

「
大
変
革
の
時
代
に
お
け
る
自
治
体
病
院
の
存
在
意

義
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
た
。
講
演
で
は
、
最

初
に
、
最
近
の
自
治
体
病
院
の
経
営
を
巡
る
経
営
環

境
は
、
人
件
費
、
物
件
費
、
光
熱
水
費
が
急
増
。

２
０
２
４
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
人
件

費
増
に
対
応
し
た
診
療
報
酬
改
定
が
あ
っ
た
も
の

の
、
全
く
足
り
て
お
ら
ず
、
多
く
の
病
院
が
深
刻
な

経
営
難
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
改

め
て
自
治
体
病
院
の
存
在
意
義
を
確
認
し
、
新
た
な

危
機
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
訴
え
た
。

　

そ
の
上
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
自
治
体
病
院
を

巡
る
環
境
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
の

２
０
１
９
年
９
月
に
は
、
厚
生
労
働
省
が
地
域
医
療

構
想
に
基
づ
く
再
編
・
統
合
を
促
す
公
立
・
公
的

４
２
４
病
院
の
再
検
証
要
請
リ
ス
ト
の
公
表
を
行
っ

て
い
る
。
当
時
、
地
方
の
中
小
病
院
の
縮
小
・
廃
止

を
促
す
リ
ス
ト
と
捉
え
ら
れ
、
リ
ス
ト
公
表
へ
の
批

判
を
生
ん
だ
。
そ
の
後
２
０
２
０
年
１
月
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
症
例
第
１
例
が
発
生
、
わ
が

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
中
で
自
治
体
病
院
は
、
未
知
の
感
染

症
の
患
者
を
受
け
る
恐
怖
、
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ロ
ナ
感

染
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ（
個
人
防
護
具
）、
Ｎ
95
マ
ス
ク
、
検
査

機
器
・
キ
ッ
ト
等
の
不
足
な
ど
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

多
く
の
病
院
が
積
極
的
に
患
者
を
受
け
入
れ
た
。
再

検
証
要
請
リ
ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
た
自
治
体
病
院
も
積

極
的
に
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ
、
感
染
外
来
の
設

置
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
。
当
時

新
潟
県
で
の
全
国
自
治
体
病
院
学
会
に
参
加

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授　

伊
関
友
伸
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の
地
域
医
療
構
想
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う

な
新
興
感
染
症
へ
の
対
応
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
積
極

的
な
対
応
で
、
自
治
体
病
院
へ
の
国
民
の
信
頼
は
確

実
に
高
ま
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
わ
が
国
は
、
自
治
体
病
院
な
ど
公
的
な

性
格
を
持
つ
病
院
の
数
、
病
床
数
が
少
な
く
、
民
間

病
院
の
数
、
病
床
数
の
多
い
国
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭

和
37
年
に
法
律
改
正
さ
れ
た
「
公
的
病
院
の
病
床
規

制
」
が
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
公

表
す
る
医
療
費
地
域
差
指
数
と
自
治
体
病
院
の
病
床

数
の
関
係
を
見
る
と
、
自
治
体
病
院
の
割
合
の
高
い

都
道
府
県
の
医
療
費
の
地
域
差
指
数
は
低
い
傾
向
が

あ
る
。

今
後
深
刻
化
が
確
実
な
看
護
師
不
足

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
、
わ
が
国
の
医
療
機
関

が
直
面
す
る
の
が
深
刻
な
看
護
師
不
足
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
が
一
段
落
を
し
た
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
病
院
を
中
心
に
若
手
看

護
師
の
退
職
が
相
次
い
で
い
る
。
さ
ら
に
看
護
師
不

足
を
加
速
さ
せ
る
の
が
18
歳
人
口
の
急
激
な
減
少
で

あ
る
。
図
１
は
平
成
に
入
っ
て
の
18
歳
の
人
口
の
推

移（
２
０
２
３
年
以
降
は
予
測
）で
あ
る
が
、
今
後
急

激
な
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。
医
療
介
護
分
野
へ
配
分

で
き
る
人
材
の
数
に
は
限
界
が
あ
る
。
医
療
人
材
の

供
給
が
減
少
す
る
中
で
、
都
市
部
を
中
心
に
激
増
す

る
後
期
高
齢
者
は
、
救
急
や
入
院
、
み
と
り
の
需
要

を
増
大
さ
せ
る
。
急
激
な
医
療
人
材
の
需
要
と
供
給

の
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
提
供
体
制
の
在
り
方

に
大
き
く
変
更
を
迫
る
。
時
代
を
読
ん
だ
前
倒
し
の

医
療
人
材
対
策
を
行
わ
な
い
と
地
域
の
医
療
は
継
続

で
き
な
い
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
病
院
の
役
割
は
大
き
い

　

将
来
の
医
療
提
供
体
制
の
危
機
に
お
い
て
、
自
治

体
病
院
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
民
間
医
療
機
関

が
病
院
数
・
病
床
の
多
く
を
占
め
る
わ
が
国
に
お
い

て
は
、
競
争
原
理
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
が
基
本
と

な
り
、
隙
間
が
生
じ
や
す
い
。
そ
の
中
で
、
自
治
体

病
院
は
バ
ッ
フ
ァ
ー（
緩
衝
器
）と
な
り
、
医
療
提
供

体
制
の
隙
間
を
埋
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
自
治
体
病
院
の
活
躍
は
、
医

療
提
供
体
制
の
隙
間
を
埋
め
る
自
治
体
病
院
の
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
時
代

の
大
変
化
を
読
み
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か

ら
の
自
治
体
病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
危
機
を
見

越
し
て
準
備
を
す
る
の
が
、
公
の
税
金
が
投
入
さ
れ

て
い
る
自
治
体
病
院
の
責
務
で
も
あ
る
。
現
在
は
厳

し
い
時
代
で
あ
る
が
、
時
代
は
必
ず
自
治
体
病
院
を

必
要
と
す
る
。
地
域
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
自
治
体
病
院
は
頑
張
っ
て
医
療
を
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

な
お
、
講
演
ス
ラ
イ
ド
を
全
国
自
治
体
病
院
学
会 

in 

新
潟
の
日
程
表
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
公
開
を
し
て
い

る
。
興
味
の
あ
る
方
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
い
。

https://shinsen-m
c.co.jp/jm

ha62/program
.htm
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同教授。研究分野は行政学。総務省「持続
可能な地域医療提供体制を確保するため
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員など、数多くの国・地方自治体の委員を
務める。総務省経営・財務マネジメント強化
事業アドバイザー。著書に『新型コロナか
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年）など。

筆者プロフィール タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。

図1　平成に入っての18歳の人口の推移（2023年以降は予測）
（万人）

文部科学省「１８歳人口と高等教育機関への進学率等の推移（2023年9月25日）」のデータにより作成
2023年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計、出生中位・死亡中位」を基に作成


